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＜日本脳卒中学会協力研究：脳卒中急性期の栄養管理に関するアンケート＞ 

 

 

2022 年度より急性期脳卒中診療施設の SCU/NCU で早期栄養介入管理可算の算定が可能となり、今後

に栄養面から脳卒中患者の予後が改善されることが期待されています。 

つきまして、脳卒中患者の低栄養・サルコペニア・摂食嚥下障害に関する診療体制や情報連携の状況を

把握することを目的として、急性期脳卒中診療施設を対象としてアンケート調査を実施させて頂きたい

と考えております。 

 

ご回答頂いた内容を参考にさせて頂き、より良い脳卒中診療体制や医療情報連携の在り方を検討して

いきたいと考えております。アンケート結果は、脳卒中・リハビリテーション領域の各学会を通して、皆

さまにご報告させて頂く予定です。 

お忙しいところ恐れ入りますが調査へのご協力を頂けますと幸いに存じます。 

 

日本脳卒中学会 

理事長 小笠原 邦昭 

 

 

＜調査内容及び事業紹介＞ 

 

回答方法（Web） 

 

https://forms.gle/5duQeZz6eYXpUTwF8 

 

2022 年 8 月 23 日～8 月 29 日 

 

この調査は以下の事業の一環として実施させて頂きます。 

 

・令和 3-4 年度厚生労働科学研究費補助金（循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業） 

「Value-based medicine の推進に向けた循環器病の疾患管理システムの構築に関する研究」（主任研究者 

国立循環器研究センター 病院長 飯原弘二） 

  

・令和 2-4 年度日本学術振興会科学研究費基盤研究 B 

「高齢者の脳卒中後嚥下障害の急性期診療アルゴリズム研究」 

（主任研究者 国立循環器研究センター 脳神経内科部長 猪原匡史） 

https://forms.gle/5duQeZz6eYXpUTwF8


●研究代表者 

国立循環器病研究センター 病院長     飯原 弘二 

国立循環器病研究センター 脳神経内科部長 猪原 匡史 

 

●調査担当者 

国立循環器病研究センター  脳神経内科 福間 一樹、阿部 宗一郎 

〒564-8565 大阪府吹田市岸部新町 6 番 1 号 

TEL：06-6170-1070（代表) 

E-mail：SarcoQUEST@ncvc.go.jp 

 

＊ご質問等ございましたら 調査担当者までご連絡を頂けますと幸いです。 


